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東海学院大学硬式野球部

桐蔭横浜大学硬式野球部　今年、4 回目となる高鍋町での春季キャン
プを迎えられた王子硬式野球部は、昨年 9月、
社会人野球の大舞台であり、「社会人野球日
本選手権大会」と並ぶ 2 大タイトルの一つ
とされる、第 96 回都市対抗野球大会におい
て春日井市代表として出場し、優勝を成し遂
げられました。決勝では岡崎市代表の三菱自
動車岡崎に 2-1 で勝利し、21 年ぶりに社会
人野球の頂点に立ちました。
　2 月 13 日に開催されたキャンプの歓迎式
において、王子硬式野球部の森田部長は「見
事優勝することができたのは、ひとえに高鍋町の皆さまのサポートのおかげと大変感謝をしており
ます。都市対抗野球大会はトーナメント方式の大会で、実力だけでも運だけでも勝てない。優勝ま
でたどり着く大事な 1 ピースがこの高鍋のキャンプだと思っています。連覇を目指して頑張って
まいりますので、今年もよろしくお願いします」とキャンプ地である本町への謝意と次の大会への
熱意を語られました。

たかなべ球春　スポーツキャンプ 2026
スポーツの春、今年も全国各地から学生や社会人野球チームが訪れました。
町民の皆さまの温かいご声援をお願いします。
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今シーズンのキャンプスケジュール
　　　　チーム名 ( 本拠地 )
東海学院大学硬式野球部 (岐阜県 )

王子硬式野球部（愛知県）

桐蔭横浜大学硬式野球部 (神奈川県 )

札幌大谷大学硬式野球部 (北海道 )

札幌第一高校硬式野球部 (北海道 )

期間
2/6 ～ 2/10

2/12 ～ 2/28

3/1 ～ 3/11

3/16 ～ 3/24

3/25 ～ 3/28

キャンプ回数
4 回目

4回目

17回目

4回目

5回目

王子硬式野球部
第９６回都市対抗野球大会　優勝おめでとうございます

　２月１日、高鍋総合運動公園野球場（MASUDA スタジアム）のリニューアル記念式典が開催さ
れました。昭和 30年に建設された同球場は、令和 9年度に開催される第 81回国民スポーツ大会（国
スポ）の軟式野球競技会場に決定していますが、前回の改修から47年が経過し、老朽化が課題でした。
　この状況を改善するため、今回の工事ではバックネットおよび本部席棟内部の改修、グラウンド
の整備を実施。利用者の利便性・安全性の向上と、国スポ軟式野球競技会場としての整備基準を満
たす野球場を目指し、総工費約 2億 1,400 万円を投じてグレードアップを図りました。
　当日はリニューアルを記念したテープカットの後、記念行事として高鍋町スポーツ少年団の高鍋
東小野球 対 高鍋西区野球の交流試合を開催。球児たちの元気な声が新たな門出を迎えた球場に響き
ました。
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第 33回石井十次顕彰のつどい
石井十次少年団が劇「縄の帯」を披露

郷土の先賢に学ぶ　三好退蔵シンポジウム開催

　１月 24 日、たかしんホールで第 33 回石井十次顕彰のつどいが開催されました。式典では、児童福祉の

先駆者と称えられる石井十次の功績をしのび、高鍋西小学校６年生による研究発表のほか、今年度結成され

た石井十次少年団による児童劇「縄の帯」が上演されました。

　石井十次少年団は、石井十次に関する学習を通して、その功績や生き方を学ぶとともに、郷土の偉人や地

域の歴史・文化について理解を深めることを目的とした団体です。昨年 11 月から始まった演劇活動では、

現在加入している団員 10 人に有志の児童も加わり、演劇の基本から一つずつ練習を積み重ねてきました。

本番では子どもたちは堂々とした立ち居振る舞いを見せ、貧しさからいじめられる友人を思いやり、友人の

縄の帯の代わりに母から渡された大切なつむぎの帯を差し出すという、生涯にわたる十次の思いやりの心を

象徴する場面を演じました。

　石井十次少年団では、随時団員を募集しています。活動内容は歴史や文化、自然を体験しながら学べる活

動を予定しており、活動を通して子どもたちが地域に誇りと愛着を持ち、自らの成長に自信を持ちながら、

将来、地域を支える人材へと育っていくことを目指します。

　ぜひお気軽にお問い合わせください。

　お問い合わせ　社会教育課文化係　☎0983-23-3326

石井十次少年団の
詳細はこちら

　２月７日、高鍋町美術館多目的ホールで、高鍋

町歴史シンポジウム第 7 弾として三好退蔵シンポ

ジウムが開催されました。オープニングアトラク

ションである高鍋東中学校・西中学校の生徒によ

る明倫堂の教えの唱和の後、小関悠一郎氏（千葉

大学教育学部教授）による基調講演「三好退蔵の

足跡をどうとらえるか？～高鍋からみた日本の近

世・近代～」、そして三好退蔵の生涯から考えるまちづくりをテーマとしてパネルディスカッションが行われ、

参加者は高鍋町ではぐくまれた法の先駆者について、興味深く聞き入っていました。

三好 退蔵　（弘化２年〈1845〉ー 明治 41 年〈1908〉）
　高鍋藩出身の法曹界の偉人。藩校・明倫堂で学んだのち江戸へ遊学し、安井息軒に師

事しました。伊藤博文が欧州へ司法制度を視察した際には随行し、帰国後は初代検事総

長や大審院長などを歴任して、近代法治国家づくりに尽力しました。晩年には石井十次

を支援するなど、法曹としてだけでなく多方面で貢献しました。



　１月 31 日、「九州オルレフェア 宮崎・小丸川コース」が開催され、県内外から集まった参加者が、木城

町と高鍋町をまたぐコースを歩きました。

　このコースは、今から約 1300 年前の朝鮮半島百済王国滅亡により漂着した百済王族の足跡にちなんで設

定されたもの。木城町の比木神社をスタートした参加者は、各スポットで地場産品や飲み物等の温かいおも

てなしを受けながら、鴫野浜までの約 14kmを踏破しました。

九州オルレフェア開催！ 宮崎・小丸川コースで温かいおもてなし
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　２月 12 日、町は高鍋町出身でプロゴルファーとして活躍されている黒木紀至さんを、高鍋町ふるさと応

援大使として委嘱しました。高鍋町ふるさと応援大使の方々には、町の知名度アップ及びイメージアップの

ため、町の魅力に関する広報宣伝を担っていただいています。

　本町出身のプロゴルファー。

　幼少期より父の影響でゴルフを始め、独学により腕を磨く。

　中学 3年生のときに、国民体育大会宮崎県代表に選出され、「少年男子個人」で 6位入賞。

　現在は藤田寛之プロに師事し、国内最高峰の「ダンロップフェニックストーナメント」にも出場。日本男

子プロゴルフツアー（JGTO）を主戦場に精力的に活躍中。

黒木　紀至（くろぎ　のりゆき）　職業：プロゴルファー



　高鍋町では、令和８年 4 月 1 日から、広報紙の全戸配付を終了し、デジタル配信（アプリ『カタ

ログポケット』での配信）へ移行します。広報紙のデジタル配信では、高鍋町公式 LINE アカウン

トからの配信とあわせて、町民の皆さまにとってより便利な情報発信に取り組んでいきます。

-6-

町公式LINE受信設定の方法
令和 8年４月で広報紙の配付が終了します
スマホで町のお知らせや広報紙を受け取る準備をお願いします

　引き続き紙媒体での広報紙を必要とする方へ向けた移行措置として、町内の公

共施設や商業施設等に広報紙を設置する「スポット配布」を行います。

　スポット配布の対象施設については町ホームページでご確認ください。

イベントの案内や広報紙の発行
のお知らせ、災害情報など情報
盛りだくさん！

欲しい情報だけ受け取れる便利
な受信設定ができます

「広報たかなべ」
「お知らせたかなべ」
「議会だより」
が読めます

広報紙のスポット配布（令和 8年 4月以降）

　「カタログポケット」アプリを使って、スマホやタブレットで町の広報

紙を簡単に読めるようになれる教室です。「アプリのインストール方法が

わからない」「操作が難しそう」という方に、アプリの使い方や便利な機

能を丁寧にご説明しますので、安心してご参加ください。

70 歳以上向け 無料スマホ教室（令和 8年 4月以降）
※日程未定。日程が決まり次第、お知らせします

❶ 高鍋町公式 LINE アカウン
トのトーク画面で受信設定
メニューを選択

❷ 表示される案内に従っ
て、年代やお住いの地区
などを登録

❸ 「受信したい項目を設定
してください」から受信
したいジャンルを選択し、
確定したら設定完了！

友だち登録したら
受信設定しよう！

受信項目一覧
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各受信項目は、受信設定をした方に対して、週に一回、決まった曜日・時間に配信されます。

※災害情報や臨時のお知らせなどは友だち全員に対し、上記スケジュールに関わらず配信します。

お問い合わせ　地域政策課総合政策係　☎0983-26-2018



　体や家庭のこと、お金のこと、さまざまな悩みから

こころが苦しくなることがあります。

　そんなときは、ひとりで抱え込まずに、誰かに話してみませんか？

　あなたを支える相談窓口があります。
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の健康に関する相談 口こころ

・おなかに手を当て、ゆっくりと深呼吸をする

・好きな音楽を聴く

・体を動かす

・軽くストレッチをする



比江島  敦子さん
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　睡眠不足は、肥満、メタボリックシンドローム、循環器系疾患（高血圧、心筋梗塞、
脳卒中等）、うつ病などの発症リスクとなるとともに、仕事のパフォーマンスも低
下させます。
　また、子どもでは授業中の居眠り、勉強や運動に集中できない、イライラしやす
くなる等も睡眠不足が関係していると言われています。ご家族みなさんで睡眠につ
いて考えてみませんか。

◆カフェイン飲料の摂取量（コーヒー、コーラ類、

エナジードリンク等）をできるだけ減らしましょう。

◆夕方以降のカフェイン摂取、飲酒、喫煙は睡眠の

妨げになるため控えましょう。

◆寝酒習慣はかえって眠りを悪化させるのでやめま

しょう。

◆日中は太陽の光を十分に浴びましょう。

◆週末も普段と同じ時間に起きましょう。

◆日中にしっかり運動し、ストレスを発散しましょう。

◆朝食をしっかり食べ、１日３食を規則正しく食べましょう。

◆就寝直前の夕食や夜食は避けましょう。

◆夜の照明は暗めにし、寝室は暗くして眠りましょう。

◆寝る前、寝床の中でのデジタル機器（スマホやパソ

コン、テレビ等）の使用は避けましょう。

ょう。

ょう

　高鍋町高齢者おたすけボランティアは、ボランティア受入を希望する町内の高齢者施設や希望者の自宅へ伺って活動

しています。活動内容は、話し相手、読み聞かせ、散歩の付き添い、レクリエーションやごみ出しの手伝いなど様々です。

実際に活動をされている比江島さんに聞いてみました
「ボランティア活動を始めたきっかけは、傾聴ボランティア養成講座に参加し、施設に訪

問したことと、母に接するときに役に立つことがあるかもしれないとの思いからです。人

の話を聴くには自分にも余裕がないといけないと感じます。高齢になると不安や寂しさは

あるのに皆さんポジティブで学ぶことがとても多いです。」

ボランティアに興味のある方、ボランティアの受入を希望される方・施設は、

健康保険課介護・高齢者福祉係 (☎0983-26-2008) にお問い合わせください。

レクリエーション 読み聞かせ 施設での傾聴 散歩・移動支援

高鍋町高齢者おたすけボランティア
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　全国の自転車による交通違反の検挙件数は近年急激に増加しています。また、自転車乗車中の死亡・重傷

事故のうち、約４分の３は自転車側にも法令違反がある状況です。このような状況のなか、ルール遵守の徹

底と事故防止のため、自転車への「交通反則通告制度（青切符）」が導入されることになりました。

　酒酔い運転や妨害運転など、重大・悪質な違反については、これまで通り「赤

切符」や「自転車運転者講習」の対象となります。自転車は便利な乗り物ですが、

一歩間違えれば凶器にもなりうる車の仲間です。自分自身と周りの人の安全を

守るため、ルールを守って安全運転に努めましょう。

　高鍋警察署管内では、横断歩道以外の場所を横断中に車と衝突する交通死亡事

故が立て続けに発生しています。

　車も自転車もゆとりを持った安全運転を心掛け、歩行者の方は横断歩道を利用

しましょう。

開始時期：令和 8年 4月 1日

対 象 者：16歳以上のすべての運転者（免許の有無は問いません）

内　　容：比較的軽微な違反をした際、青切符が切られます。

※青切符とは、一定期間内に「反則金」を納付すれば、刑事罰を免れる制度です。

令和８年４月から自転車の違反も「反則金」の対象に！の対対象象に

知っていますか？

高鍋警察署　交通課長　牧野 由さん

自転車への交通反則通告制度（青切符）の導入について、詳しく

は宮崎県警察のホームページでご確認ください。

その他、傘さし運転や無灯火など対象となる違反行為は７５種類も！
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国スポ・障スポに関するできごとを
お知らせします！

「走る前は緊張していましたが、メダルを獲得できてうれし

かったです。以前の大会でフライングをしてしまった経験も

あり、スタートが遅れてしまったことは悔しく思います。リ

レーでは女子が４人中２人という中でメダルを獲得でき、う

れしかったです」

　令和７年 10 月、滋賀県で開催された第 24 回全国障害者スポーツ大会「わた SHIGA 輝く障スポ 2025」

に高鍋町から出場・入賞した選手が町長を表敬訪問し、大会の成績を報告しました。

　１月 23 日、県庁で日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ　協

賛車両引渡式及び感謝状贈呈式が行われました。県内 10 社の

自動車販売店から合計 21 台の協賛車両の引渡しが行われ、協

賛車両の御提供をいただいた企業様に対して、県から感謝状

が贈呈されました。

　高鍋町には宮崎ホンダ販売株式会社より車両１台が無償貸

与されました。2027 年に宮崎県で開催される国スポ・障スポ

まで、開催準備や PRに活用させていただきます。

「砲丸投でも金メダルを目指していたので悔しい気持ちがあ

ります。当日は土砂降りの雨で砲丸が滑りやすく大変でした

が、50メートルで金メダルを獲得できてうれしかったです」

「ペアの方の体調が万全ではない中でしたが、銀メダルを獲得することができました。しかし、金メダルを

目標にしていたため悔しさもあります。宮崎大会では金メダルを目指して頑張ります」

（左から）奥村昌美教育長、河野碧衣さん、

花坂啓尋さん、吉村昌彦さん、黒木敏之町長
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　1 月 15 日・16 日に開催された第 9 回和牛甲子園において、高鍋農業高校畜産科学科が取

組評価部門で優良賞を受賞しました。同校の受賞は 3年連続となります。

　取組評価部門には全国から 44 校が出場し、和牛の飼養管理や研究活動など日頃の学習成果

が審査されました。同校は、地元企業と連携し、えのき菌床や菌床灰を活用した資源循環型

の畜産経営など、持続可能な畜産を目指した取組を発表しました。

　菌床灰の研究に取り組んだ山下翔也さんは、「身近な消毒に用いる消石灰に着目し、菌床灰

の pH や水との割合等について何度も実験を行いました。その結果、菌床灰にも消毒作用があ

ることを発見しました。経済的かつ安全に実用化できるよう試行錯誤した取組が評価され、

とてもうれしいです」と受賞の喜びを語りました。

　2月 21日、フードビジネス科の生徒による販売会がイオンモール宮崎で開催されました。本取組は、

高鍋町魅力ある農業教育推進協議会の事業の一環として行われたものです。

　当日は、野菜や加工品のほか、あきのつきカフェとのコラボ商品として、同校で生産した野菜や豚

肉を使用した弁当などが販売されました。生徒は来場者への接客やレジ対応に主体的に取り組み、会

場は多くの来場者でにぎわいました。参加した生徒は、「最初はお客さんが多く、レジ対応が大変でし

たが、みんなで協力して乗り切ることができました。ジャムやケチャップが 10 分ほどで売り切れ、と

てもうれしかったです」と話してくれました。
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▲和牛甲子園会場での表彰 ▲消毒の実験をしている生徒

▲あきのつきカフェとのコラボ弁当▲販売会の様子
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2 月に着任した隊員をご紹介します！
高藤 康基さん　大阪府出身

　DX エンジニアとして高鍋町を愛し愛される存在になっていきたいと思

います。

　また、地域の方々との交流を重んじ、テクノロジーの技術を用いて、

より良い町づくりの一助になれる存在を目指していきます。

　　「明倫堂文庫を学ぶ会」（清水正恵会長）は、柿原政一郎記念高鍋図書館が所蔵する「明倫堂文庫」の史

料解読・紹介に取り組む団体です。

　毎月第３日曜日に同図書館の研修室で、講師の永井哲雄さん (元宮崎県史編纂室長 )と共に、古文書史料『旧

記抜書（きゅうきぬきがき）』を読み解いて高鍋の歴史を学

んでいます。

　『旧記抜書』は高鍋藩の用人（藩主の秘書役）の記録で、

主に 7 代藩主秋月種茂公時代の藩の業務や重要な出来事を

抜粋し、後世のために書き残したもの。同会では、毛筆の

崩し文字で書かれた原文を活字化し、解説を添えた解読書

のほか、読み下し本等の定期的な発行・頒布を続けています。

　この他にも、同会では会員によるリレー講座や史跡を巡

る実地での研修等も行っており、仲間と共に歴史をたっぷ

りと学ぶことができます。

　「明倫堂文庫を学ぶ会」では、『旧記抜書』の解説書や読

み下し本を発行しています。各書は柿原政一郎記念高鍋図

書館等で閲覧できるほか、同会が有料で頒布しています。

　購入をご希望の方は事務局の矢野さん（☎０９０ -４９

８８-９６０５）までお問い合わせください。

　高鍋町内外を問わず、興味のある方はどなたでも参加で

きます。（年会費 6,000 円）

　入会をご希望の方は、事務局の矢野さん（☎０９０ -４

９８８-９６０５）までお問い合わせください。

活動内容：地域の様々な分野におけるデジタル化の推進

▲柿原政一郎記念高鍋図書館の研修室で行われ
　ている定例講座の様子。

▲屋外へ出て目にふれた姿から、その地の
　歴史を学ぶ機会もあります。
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まちの Topics

マチトピ

～高鍋のさまざまな出来事をご紹介します～

1 月 23 日に開催された文化審議会文化財分科会の審議・

議決により、高鍋神楽を重要無形民俗文化財として指定する

ことが文部科学大臣に答申されました。指定日は 3 月下旬の

予定です。

　高鍋神楽は、旧高鍋藩の領域である児湯５町（高鍋町・木

城町・川南町・新富町・都農町）に伝承されている比木神楽・

都農神楽・三納代神楽の総称であり、現在は各町の祭事や輪

番制で開催される「六社連合大神事」において舞われています。

　２月 15 日、たかなべオーガニックってなんだろう？フェ

スと題した、有機農業の普及を目指した食と農のイベント

が開催されました。

　このイベントでは、地域で採れた有機農産物や地元野菜

の販売のほか、地元野菜を使ったスープのふるまいや野菜

栽培のワークショップ、ステージイベント等が行われました。

　訪れた方は生産者ごとに並べられた野菜に手を伸ばし、

作り方のこだわりや野菜の色つやを確かめていました。

　２月 22 日、たかしんホールで第 35 回高鍋町生涯学習推

進大会・第52回自治公民館大会が開催されました。

　大会では、地域生涯学習推進事業の実施団体が事例発表

として踊りや合唱を披露。また、公民館活動に尽力された

方々として各自治公民館長から推薦を受けた自治公民館活

動功労者5人が表彰を受けました。

　講演の部ではテレビ宮崎アナウンサー佐々木六華さんが

登壇し、来場者からは大きな拍手が送られました。

　２月 16 日、わかば保育園で交通安全教室が開催されまし

た。これは毎年、交通事故防止や交通安全の啓発のために

高鍋地区交通安全協会が実施しているものです。

　教室では、紙芝居で交通ルールを学んだ後、屋外に設置

された信号機の模型を使って、安全に横断歩道を渡る練習

を行いました。４月から小学校へ通うことになる園児は、

信号を確認して手を挙げ、しっかり左右を確認するなど、

真剣な面持ちで取り組んでいました。

　２月 19 日、一般財団法人正幸会より柿原政一郎記念高鍋

図書館に対し、２０万円の寄附を頂きました。同法人は元高

鍋町長の柿原政一郎氏が設立し、1954 年から毎年、同氏が

建設した図書館への寄附をいただいています。

19 日の贈呈式では、同法人理事長の石井秀隣様から町長

へ目録が手渡されました。町では、いただいた寄附を図書館

に所蔵されている明倫堂文庫の古文書修復に必要な物品に充

てさせていただきます。

　２月 22 日、ディスカバリーグルメライド in 児湯・西都

が開催され、約 320 人のライダーが西都児湯地域のグル

メを楽しみながら自転車で各所を巡りました。

　高鍋町では高鍋町役場にエイドステーションが設置さ

れ、Glück Crepe（グルッククレープ）のクレープ、長谷

川だんごのミニどら焼きとチーズ饅頭といった町内事業者

のスイーツが提供されました。参加者は甘いおもてなしで

エネルギーを補給し、笑顔で休憩していました。

　１月 11 日、小丸河川敷広場で令和８年高鍋町消防始式が

開催されました。町消防団の全ての部が参加し、各部の機

材や整然とした規律訓練を披露。功労者表彰の後、小丸川

へ向けた一斉放水で出動に備え士気を高めました。

　式典後は防火・防災啓発の市中パレードとして、各部の

消防車や東児湯消防組合車両とともに、JA みやざき高鍋支

店前からたかしんホールまで行進。沿道では住民が手を振

り、活動への感謝が寄せられました。

1 月 12 日、宮崎市のひなた県総合運動公園で第 16 回宮

崎県市町村対抗駅伝競走大会が開かれ、県内各地の代表選

手がタスキをつなぎました。

　高鍋町は選手一人一人が持ち味を発揮し、声援を力に最

後まで走り抜き、1時間 54分 58秒で町村の部 5位となり、

昨年の 6 位から順位を一つ上げました。また、一般男子が

走る 9 区では沼口雅彦さんが区間賞を獲得し、チームに大

きく貢献しました。
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町では、財源の確保のために有料広告を掲載しています。広告内容は
町が推奨するものではありません。掲載されている広告の内容などの
お問い合わせは、直接広告主へお願いします。

これからもどうぞお元気で毎日をお過ごしくださいね♪

１００歳おめでとうございます！


